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第６４１号





6月１２日（金）１６:００～１７:００第６回検数労連２０春闘交渉


２０春闘にかける従業員の期待や思いを受け止め、日検協会は要求に近づけるべく修正を！全日検は自主性をもった早急な回答提示を強く求める！


























次回交渉：６月１５日（月）第７回　検数労連２０春闘交渉１０時～


修正回答と有額回答の提示をもとめ、交渉を行います。





～第６回２０春闘交渉経過～





６月１２（火）第６回検数労連２０春闘交渉が開催され、日検協会に対しては前回の交渉で提示された有額回答に対する修正回答の提示、全日検に対しては、有額回答の提示を求め、交渉を行いました。





【日検協会】


　前回の交渉で有額回答を提示したが、労組から回答に対する不満の表明と組合要求に沿った修正回答の提示を求められ、持ち帰り再考した。しかしながら、前回の交渉で説明したとおり、２０１９年度収益の悪化に加え、２０２０年度４月からの収益も新型コロナウイルスの影響を受けていること、また終息が見えない中で運営も厳しくなってきている。


　そのような状況下ではあるが、これを乗り切るためには従業員の協力が必要であるとの認識のもと、経営的判断での回答構築であり、労組においては現回答での収拾を判断していただきたく思う。





































































































ナ禍の中で奮闘する従業員一人ひとりの仕事に対するモチベーションは上がらなくなる。





【日検協会に対して】


　定昇に変化はないが、定率昇給部分の回答が昨年より０．８％下がっている。このことにより全年代の従業員の賃上げ幅が数百円しかない中で、格差をつける必要はないと考える。また、これまで企業内労使で行ってきた賃金ワーキンググループでの協議経過を踏まえた上で『定率昇給から一律昇給』への見直しを再構築することと同時に、あらためて要求額に近づけるべく金額の修正回答を強く求める。





【全日検に対して】


　現時点でまだ有額回答が提示されていない事実と、職場の２０春闘にかける思いと期待を真摯に受け止め、主体性をもって『組合要求に沿った内容での有額回答提示』に向けて、最大限の努力とその結果を大いに期待する。


　


以上






















































































【全日検】


　前回と同じ内容になってしまうが、港湾産別春闘の進展が見えていない中での回答構築は困難であり、現在、港湾春闘における港湾相場を注視していることを理解していただきたい。





【組合主張】


　組合は両協会からの回答を聞いて、休憩を挟みながら主張点をまとめ上げ、次のとおり主張を行いました。


　


【両協会に対して】


　２０春闘にかける職場の思いや期待を理解しようとする姿勢がまったく見えない。さらに、全日検が主張する『港湾産別交渉等』が動いていない事実、日検協会が主張する『現在の厳しい事業環境や今後の収益動向』については、一定理解するが、経営側の思いと職場の思いは全く合致していない。


厳しい情勢の今だからこそ両協会は、主体性を発揮させながら『努力（賃金引上げ）の姿


勢を見せていかなければ、コロ

































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


